
戦時晶や写真パネル展示 時
の
暮
ら
し
は

諏
儲
市
博
物
館
「
終
戦
8
0
年
諏
訪
の
戦
時
記
憶
」

伝
え
た
い
中
洲
勘
封
酎
割
勘

諏
訪
市
博
物
館
、
（
同
市

■
扁
　
戦
等
諏
訪
の
戦
時
記

攣
痙
攣
憶
」
を
2
階
す
わ
大
昔
ミ

饗

　

　

　

　

　

　

ニ

ギ

ャ

ラ

リ

ー

で

行

っ

て

て
女
性
た
ち
が
作
っ
た
千
人
針

や
、
遺
書
が
入
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
会
場
に
は
遺
品
を
家
族

の
元
に
送
る
た
め
の
袋
と
住
所
が

書
か
れ
た
木
札
、
眉
身
の
髪
と
爪

を
そ
れ
ぞ
れ
包
ん
だ
封
簡
が
並
べ

ら
れ
て
お
り
、
出
征
し
た
ら
こ
度

と
帰
っ
て
来
ら
れ
な
い
こ
と
も
覚

悟
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え

る。

写
真
パ
ネ
ル
に
は
、
戦
地
の

兵
士
に
送
る
慰
問
袋
を
作
る
婦
人

会
の
女
性
た
ち
、
防
毒
マ
ス
ク

を
付
け
た
子
ど
も
の
姿
な
ど
が
あ

り
、
女
性
や
子
ど
も
た
ち
の
日
常

生
活
に
も
戦
争
の
影
響
が
あ
っ
た

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
展
示
品

や
パ
ネ
ル
の
解
説
文
は
、
学
芸
員

資
格
取
得
の
た
め
に
同
館
で
実
習

を
行
っ
た
大
学
生
3
人
が
作
成
し

た。
同
館
は
「
諏
訪
は
幸
い
に
も
如

い
る
。
在
郷
軍
人
が
い
つ
召
集
さ
れ
て
も
支
障
な

い
よ
う
常
に
準
備
し
て
い
た
奉
公
袋
、
出
征
軍
人

の
家
族
や
傷
痍
軍
人
の
救
護
を
目
的
と
し
た
愛

国
婦
人
会
の
た
す
き
な
ど
の
戦
時
品
■
1
2
点
と
、
戦

時
中
の
市
民
ら
を
写
し
た
写
真
パ
ネ
ル
8
枚
を
展

示
。
戦
争
一
色
に
染
ま
っ
た
当
時
の
人
々
の
暮
ら

し
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
9
月
2
8
日

嚢
な
ど
は
な
か
っ
た
が
、
人
々
の

暮
ら
し
は
戦
空
色
と
な
っ
て
い

た
。
激
動
の
時
代
を
生
き
た
諏
訪

の
人
た
ち
の
姿
を
見
つ
め
直
し
て

ほ
し
い
」
・
と
し
て
い
る
。

開
館
時
間
は
午
前
9
時
～
午
後

5
時
。
月
曜
休
館
（
祝
日
の
場
合

症
翌
日
）
。
入
館
料
は
一
般
3
1
0

円
、
小
中
学
生
1
5
0
円
。
問
い

呑
わ
せ
は
同
館
（
電
話
0
2
6
6

・
5
2
・
7
0
8
0
）
へ
。

まで。

同
館
で
は
、
戦
後
5
0
年
の
節
目

に
大
々
的
な
戦
争
の
展
示
を
行

い
、
そ
の
際
に
市
民
か
ら
多
く
の

戦
時
品
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

市
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
戦

時
品
が
並
ぶ
諏
訪
市
博
物

館
の
ミ
ニ
展
示
「
終
戦
8
0

年
　
諏
訪
の
戦
時
記
憶
」

（
山
本
雄
太
）

今
回
、
戦
争
に
つ
い
て
改
め
て
考

え
る
機
会
に
し
て
も
ら
お
う
と
展

示
を
企
画
。
「
出
征
兵
士
」
「
婦
人

と
子
ど
も
た
ち
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
展
示
品
を
選
ん
だ
。

奉
公
袋
の
中
に
は
軍
隊
手
帳
、

勲
章
、
．
適
任
証
書
、
貯
金
通
帳
な

ど
を
入
れ
る
よ
う
指
示
さ
れ
、
こ

の
他
、
出
征
兵
士
の
無
事
を
願
っ


